
1 
 

 
 
 
 
 

（仮称）大島九丁目公園整備事業 

第１回 公園づくりワークショップ 
 
 

各班のアイデア・要望まとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：令和 3年 8月 28日（土）９：30 ー 11：40 
開催場所：オンライン開催 
主 催：江東区 土木部 河川公園課 計画調整係 
事 務 局：株式会社 URリンケージ 
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第１班 
１．どんな風に使いたい、過ごしたい？ 

・樹木や水辺がある公園で散策やゆっくりくつろぎたい 
・プレーパークで遊びたい、遊ばせたい 
・夜も使いたい 
・ビオトープのある場所で昆虫や自然観察を楽しみたい 
・火遊びをしたい 
・日本庭園のような場所でくつろぎたい 
・公園で将棋をしたい 
・畑で収穫やイベントを楽しみたい 
・多目的に活用できる場所でコンサートやイベントを楽しみたい 
・子どもと大人が一緒に楽しみたい 
・ちょっとした飲食が楽しみたい 
・水で子どもと遊びたい 

２．そのためには必要なコトやモノ（アイデア出し） 
（１） 
緑や水辺環境 
 

・樹木が多く、水辺がある公園 
・ビオトープがあり、昆虫や緑、ザリガニつりが楽しめる公園 
・日本庭園のような場所（行船公園の日本庭園等） 

（２） 
多様な体験の場 
 

・小学校が近いので子どもたちが自然観察や農業に親しめるといい 
・みんなで使える畑があって、収穫してイベントで楽しみたい 
・畑の収穫で楽しむことで防災教育にもつながる 
・火が使えるとよい、火遊びができる公園 
・夜楽しめる公園 
・夜はテントに泊まって防災キャンプなどができるとよい 

（３） 
遊具や遊び空間 
 

・大きなジャングルジムがほしい 
・プレーパークのある公園 
・子どもが楽しめる少し盛り上がりがある地形 
・樹木のブランコがあるといい 
・固定された遊具は周辺にあるので、なくてもよいのではないか 
・自分たちでつくることができる木製遊具でシンプルなものがあると
よい。経年変化で壊れていくことが理解できるとよい。色々な年齢の
子どもが一緒に遊べる公園 

・小さい子向けになど、ちょっとした遊具があったほうがよい 
・水で遊べるとよい 
 



2 
 

（４） 
大人の居場所と
子どもの居場所
の適切な確保 

・子どもと大人が一緒の空間で居心地良く過ごせるとよい（子どもは
活発に遊び、大人はくつろげる空間が共存する） 

・夜の活用がうまくできると、子どもが安心して遊具で遊んでいる横
で、大人が飲食などを楽しめるとよい 

（５） 
屋根付屋外空間 

・屋根がついた場所があるとよい 
 

（６） 
多目的広場等 

・多目的に活用できるスペースで、コンサートやイベントが楽しめる
とよい 

（７） 
中高生や若者の
居場所の確保 
 

・中高生の居場所として、イベント学習スペースがあると良い 
・中高生と未就学児や小学生との交流の場（勉強を教えたり）する場 
・スケートボードなどができる場所ぐらいはあってもよい 
・学生や社会人が関わりたくなる工夫（マルシェやイベント参加の場） 

（８） 
便益施設 

・切り株や机があり、食べる場や座り場、将棋ができる場があるとよい 

（９） 
売店、飲食店等 

・大人があきないようにちょっとした飲食店があるとよい 
 

（10） 
運営管理、ルー
ル、マナー 

・シルバーボランティアやプレイワーカーなどによる子どもたちの見
守りがあるとよい 

 

３．基本的な方向性（仮） 
・生きる力を応援する公園 
・静かなゾーンと活発なゾーンがうまく使い分けられた公園 
・まちなかでみんなで育てる豊かな自然のある公園 
・OPEN-誰でも受け入れられる 
・自然との共生、ランドスケープと活動との共生 
・変化し続ける みんな happyになる公園、みんなで使いながら成長していく公園 
・自然がいっぱいで水辺がある公園 
・自分達で使い方を考えられる公園 
・癒やし、じっくり考えられる、自由、みんなで関わり発達していく公園 
・わくわくや元気がもらえる公園 
・だれでも、だれとも、いつもいつでもくつろぎ遊べる公園 
・自由な森、色々なことが出来る場 
・くつろぎのある自然の場と様々な活動の場が共生する、みんなで使いながら変化する公園 
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第２班 
１．どんな風に使いたい、過ごしたい？ 

・生き物が棲める場所、生き物に触れ合いたい 
・大人がゆっくり見守りながら、子どもを自由に遊ばせたい 
・きれいな景色や風景が見られる美しい場所でくつろぎたい 

２．そのためにはどんなコトやモノが必要？（アイデア出し） 
（１） 
緑や水辺環境 
 

・生き物が棲める場所、生き物に触れ合う場所、エコロジカルネットワ
ークが必要。 

・荒川、小松川公園からの緑の連続性もでき、水辺があればたくさんの
生き物が生息することができる。ホッとする空間になると思う。 

・虫取りできたりや自然がたくさんあればいい（区には少ない）。 
・美しい場所、きれいな景色や風景が見られる場所がいい（考えたりす
るとき）。イギリスにあるようなきれいな芝生空間があり、庭園的に
なったら素敵。実のなる木があるなど。 

（２） 
遊具や遊び空間 
 

・使い方が（遊具などで）固定化されないようなものがよい。サッカ
ー、かけっこ、などいろんな使い方ができるように。 

・小さい子どもでも、雨でも遊べる、じゃぶじゃぶ池のようなもの。 
・たくさんの遊具がなくても、いろんな使い方ができたらいい 
・自転車の練習やボール遊びができる場所 
・子供が自分の責任で遊ぶプレーパーク的な公園、ゆきやなぎプレー
パークのような。 

（３） 
大人の居場所と
子どもの居場所
の適切な確保 

・親は見守れる場所がほしい。 
・親用として、子供を見守れる日除け、木陰がほしい（なかなかない）。 
・子どもと見守る大人、高齢者、障がい者等いろんな人が集まって、そ
こで新しいコミュニケーションが生まれていけば、新しい公園にふ
さわしい面白い場所になる。 

（４） 
屋根付屋外空間 

・高齢者も多い地域なので、あずまやや屋根があり、高齢者の居場所も
あれば。演奏もできたりすればいい。" 
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（５） 
防災施設 

・災害拠点となるような、水があったり、お風呂に入れたりできれば。
小松川公園は広域対応、大島九丁目公園は住宅地も近いため非常時
に身近に対応できるような使い勝手のいい公園。 

（６） 
飲食施設等 

・自分としては飲食できる場が欲しいが、地域的にあまり盛り上がっ
てないのでキッチンカーが来ればいい。 

・平らなのでキッチンカーも来やすいのでは、駅前もきれいになった
ので人の流れもでき、まちが盛り上がるのではないか。 

・飲み食いできる場所があるとよい 
（７） 
運営管理、ルー
ル、マナー 

・子供が自由に体験、学べるような「ビジターセンター」を設置し、レ
ンジャーが常駐、プレーリーダー的に自然の遊びを教えるような内
容になればよい。 

・プレーリーダーの見守りがありながらもいろんな遊びができる居場
所があるのは大切では。 

・子供が不要となった服などを捨てるのが忍びないのでリサイクルで
きるバザーなどのイベントがあり、子供と大人も交流ができる場所
にもなったらいい。 

・土日などのイベントもあるような公園。 
（８） 
その他 

・人が集まりやすい、東大島が盛り上がるような公園、イベントもでき
ればいい。 

・小学校や竪川公園などとの連携ができ、バランスの取れた公園であ
ればいい。 

・子供から大人までいろんな世代の人が積極的に使えるような公園が
よい。 

・台湾はまちなかに公園だらけで、そこで見たような子供だけでなく
大人やシニアも使える公園になればいい。 

３．基本的方向性（仮） 
・世代を超えていろんな人が、そして虫や鳥や生き物も多様に使える場所 
・遊具などで（過度に）使い方が固定化されず、子供たちが自由な発想でいろんな遊びが
できる場所。親には見守りのための空間や日除け機能を 

・飲んだり食べたり、集まったいろんな世代の人たちで交流、コミュニケーションが生ま
れ、深められるような場所 

・そして、美しい風景がある！ 
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第３班 
１．どんな風に使いたい、過ごしたい？ 

・木漏れ日のある場所で本を読んだり、のんびりしたりしたい 
・屋根があり雨でも遊べる公園で子どもを遊ばせたい 
・緑のある場所でゆっくり、のんびり静かにくつろぎたい 
・子どもを思いっきり遊ばせたい 
・のんびりくつろいだり、散歩したりしたい 
・原っぱでピクニック、フリスビー、凧揚げなどをしたい。 
・昆虫採集したい 
・基本的に自分が何かしたいというものはない。 

２．そのためにはどんなコトやモノが必要？（アイデア出し） 
（１） 
緑や水辺環境 
 

・落葉樹で、冬は落葉した枝から木漏れ日があるとよい 
・生き物が生息するきっかけがあると嬉しい。ビオトープなど。 
・樹木や緑・自然がほしい。 
・木漏れ日の散歩道、遊歩道になると嬉しい。 
・昆虫採集をしたい子どもが多い。 
・公園など屋外でも旬を感じたい。 
・憩いの雑木林 

（２） 
日陰 
 

・木陰がほしい。休憩できる場所がない。 
・日陰が欲しい。夏の炎天下は本当にキツイ。 
・日影、木漏れ日は絶対必要。 

（３） 
原っぱ、芝生 

・原っぱができたらおやつの時間にピクニック、フリスビー、凧揚げな
んかもしたい。 

（４） 
遊具や遊び空間 
 

・子どもがおもいっきり遊べる場所がほしい。 
・子どもに色んな体験（焚火、かまど、木工、のこぎり、じゃぶじゃぶ
池のような水をバシャバシャできる所、畑、農業体験）をさせたい。 

・鉄製の遊具は既に周りの公園にたくさんあるので、もういらない。木
製の遊具がほしい。修理は子どもたちにやってほしい。 

・木登りできる雑木林 
・子どものためには起伏があると良いのではないか。 
・障がいを持った子でも安心して遊べる遊具 

（５） 
屋根付屋外空間 

・雨でも訪れられる場所になってほしい。なので、屋根があると嬉しい
が、室内はいらない。あくまでも自然が感じられて、外にいる実感は
あって、雨だけがしのげる場所になってほしい。雨の日に行く場所が
ないので、雨の日も行こう！と言える場所だと嬉しい。 
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・屋根ができたら、自転車の練習や縄跳びができる。 
（６） 
大人の居場所と
子どもの居場所
の適切な確保 

・子どもを見守る場所もほしい。 
・子どもを遊ばせながら、親は仕事できたら、喜ぶ人は多いと思う。 

（７） 
野外ステージ 

・サンストリートに発表できる舞台があったが、なくなってしまった
ので、舞台のような何か発表できる場所あればいいかも。 

（８） 
中高生や若者の
居場所の確保 

・中高生の子どもも行って楽しい所が良い。ボランティアに参加など。 
・電源や Wi-Fi があると、高校生や大学生の溜まり場になるため、今
の状態で折角静かで安全なのに、うるさくなってしまうのは嫌だ。 

（９） 
便益施設等 

・気軽に入れるトイレが無い。防災にもつながるし設置してほしい。 
・健康器具でもあれば運動する。 
・駐輪場をつけてほしい。 
・散歩していて、休憩できる所やベンチがほしい。 
・多機能トイレ、手洗い場は必要 

（10） 
バリアフリー 

・歩行器を使っているお年寄りが多く見られる。ベビーカーや歩行器
でも歩けるような舗装にしてほしい。 

・リハビリできる場所があれば通いたい。 
（11） 
運営管理、ルー
ル、マナー 

・プレイワーカーが常駐していてほしい。シルバー人材でも良い。 
・誰かが見てくれているだけで、親は安心する。 
・イベントを自分達で企画してできたら嬉しい。 
・マルシェ、手作り販売もできたらたのしい。 
・子どもたちが六価クロムなどを勉強できる看板があっても良い。 
・夜のキャンプがしたい。 
・草や花を植えたい。 
・管理人や常駐している誰かがいると良さそう。 

（12） 
その他 

・親としては安全であってほしい。 
・子どもはすごく使ってくれると思うが、まずはアパートに住んでい
る方など、周辺住民の方の思いを尊重し、寄り添うべきだと思う。 

・六価クロムの対策もできていて、管理しやすい場所になっていると
よい。 

３．基本的方向性（仮） 
・木もれ日のある緑（雑木林）があり季節が感じられる公園 
・親の居場所（見守りや仕事）と子どもを遊び場が両立する公園 
・周辺住民等にも配慮された静かな場と活動の場の両立した公園  
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第４班 
１．どんな風に使いたい、過ごしたい？ 

・ベンチに座ってのんびりしたい 
・散歩しながらゆったり楽しめることが出来ると良い。 
・四季を楽しみたい 

２．そのためにはどんなコトやモノが必要？（アイデア出し） 
（１） 
緑や水辺環境 
 

・四季を感じる事が出来る公園 
・桜やイチョウなど季節を感じる植物を植える。近隣の高齢者施設や
保育園が定期的にお散歩に利用し癒されるだけでなく、夏は日除け
にもなる。 

・季節を感じる公園。 
・公園にお花畑や桜の花があれば、老人ホームにいる年配の方がお茶
をしながらくつろぐことが出来る。 

（２） 
シンボル性 
 

・例えば、「たこ公園」のような象徴的なシンボルが公園にあると良い。
他の公園に無い特徴となるシンボルがあったら親しみが持てる。 

・ロボットがいる、ドローンが飛んでいる、公園の様子をカメラで見ら
れる等 ITを利用したものが公園にある等の人を引き付ける魅力のあ
るシンボルがあると良い。 

（３） 
遊具や遊び空間 
 

・水遊び場を設ける。地面から不定期に水が出る仕組みがあると、子ど
もが溺れる心配なく楽しく遊べる。 

・楽しい遊具（大きめの遊具）があると嬉しい。 
・公園内のエリアを分けて、０歳～３歳までの小さな子どもが遊ぶ場
所、ボール遊びができる場所等、子どもの世代に合わせてエリアを分
けたい。 

（４） 
大人の居場所と
子どもの居場所
の適切な確保 

・遊んでいる子どもたちを見守ることができるようなベンチがあると
良い。 

 

（５） 
野外ステージ 

・通常時は腰を掛けたり、お弁当を食べたりすることができ、イベント
時にはステージとして利用するウッドデッキ。西側エリアの利用と
して有効。（木場公園の野外ステージ） 

・地域に密着したイベントがあると良い。2畳～３畳程度の低いステー
ジがあると、大道芸の披露やけん玉を競うこと等ができる。 

・ステージは常設ではなく、行事に合わせて仮設でステージを設置。 
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（６） 
防犯 

・周辺に人通りが少ないので防犯面が心配。タクシーや学校への運搬
等で周りの道路に長時間止まっている車が多いので、不審車両と見
分けが付かない。公園ができることで人の流れが変わって安全性が
増すことを期待している。 

・公園のセキュリティ対策として入口と出口を分けた方が良い。 
・夕方から夜にかけて、人通りが少ないので防犯面が不安である。一方
で、昼間は静かでくつろぐことが出来る。 

・集合住宅の上から対象地を見下ろせるので、公園を囲う必要はない。 
・公園内にカメラを設置して、公園の入り口をどこからでもどの方向
からでも入れるようにする。 

（７） 
便益施設等 

・「こすもす」の方が運動しに公園を訪れたくなるような運動器具 
・公園近くの自動販売機やコンビニ等でビールを買ってきて、公園内
でさくっと集まって飲むことが出来ると良い。 

・食事ができるイスやテーブルが公園内にあると良い。 
（８） 
売店、飲食店等 

・公園に人が集まるきっかけとして、公園内に駄菓子屋を置いて子ど
もたちに集まってもらうようにする。 

（９） 
運営管理、ルー
ル、マナー 

・定期的な朝のラジオ体操があると公園を利用する年配の方が増える
可能性が高い。 

・地域のお祭りがあると子どもたちは遊びに公園に行く。盆踊り等が
できると良い。 

・地域のイベント（お祭り等）で予約・利用できるようにする。 
・外部のイベント（イベント内容によって各世代を集めることが出来
る）で予約・利用できるようにする。 

（10） 
その他 

・老人ホームと災害時だけ公園と施設を行き来できるようにつなぐ 
・大島七丁目公園、ゆきやなぎ公園にない老若男女問わず利用できる
公園が良い。 

３．基本的方向性（仮） 
・四季が感じられるゆったりくつろげる公園 
・座り場や食べる場となるイスやテーブルや、日常的にはくつろげる、イベント利用なども
できるステージ兼座り場のある公園 

・大人が見守りながら子どもの年代に応じた遊べる場 
・周辺の安全安心につながる公園 
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第 5班 
１．どんな風に使いたい、過ごしたい？ 

・人は自然と生きているということを伝えたい 
・地域の子ども達と遊びたい 
・ビオトープで自然体験、幼虫や草花鑑賞したい 
・友人や子どもと飲食したり、ゆったりしたりしたい 
・禁止事項が少ない場で、子ども達が汚れても良いような遊びをしたい 

２．そのためにはどんなコトやモノが必要？（アイデア出し） 
（１） 
原っぱ、芝生 

・草地がたくさんあるとよい 
・芝生があるとよい 

（２） 
シンボル性 
 

・「どこの公園か」と尋ねられたときに「あの大きな木のある公園」と
答えられるようなシンボル樹があるとよい 

・特徴のある公園になると良い 
・公園と共に育つようなシンボル樹 

（３） 
遊具や遊び空間 
 

・プラスチックや鉄ではなく木製遊具 
・緑・土を沢山 
・遊び道具だけあり、自由な発想で色々なことにチャレンジできる 

（４） 
屋根付屋外空間 

・ワークショップや飲食ができる場所（屋根付き） 
 

（５） 
多目的広場 

・1つの機能だけでなく、色々な利用ができる多目的広場があると良い 
 

（６） 
大人の居場所と
子どもの居場所
の適切な確保 

・子どもは遊び、ママ友はカフェ等、自然・カフェ・運動のできる空間
をうまくゾーニングして多世代が楽しめると良い（交流できると尚
良い） 

・カフェやキッチンカー、地元のものが食べられる 
・小さな子どもや休憩している人等が安全なゾーニング 

（７） 
設備 

・防音設備 
・Wi-Fi、電源 

（８） 
売店、飲食店等 

・カフェ、レストラン、お酒、ランニングステーション 
・カフェで休憩やおしゃべり 
・ランニングステーションに賛成、カフェだけでは集客にならないか
もしれないので、２つの機能が連携したスペースがあると良い 
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（９） 
運営管理、ルー
ル、マナー 

・何でもできる、決まりの無い、自由。 
・近隣住民がボランティアで関わるような公園を運営する団体がある
と良い、イベント運営等も。 

・小学校や幼稚園が団体で利用できると良い。 
・普段できないことができる。 
・夜の使い方を考えるのも面白い視点 
・夜の活用も面白い、子どものキャンプ体験等 
・野外音楽 
・キッチンカー等の移動型によって形が変わる公園や曜日による使い
分けも良い 

・駅ピアノのような自由に演奏できるもの、落書きの場所、ドローン、
スケボー等普段禁止されている様なものが可能になると良い。 

（10） 
その他 

・自分を開放・表現できる 
・地元に密着した雰囲気が良さそう 
・空間だけでなく時間帯や季節のゾーニングも良い 
・建物や日よけ、芝生等の暑さ対策 
・園芸療法に活用できる花壇 
・性別、年齢、障がい等を問わない、多様性対応 

３．基本的方向性（仮） 
・自然・カフェ・運動のできる空間をうまくゾーニングして多世代が楽しめると公園 
・公園と共に育つようなシンボル樹がある特徴的で魅力的な公園 
・子どもも大人も自分を開放・表現でき、色々なことにチャレンジできる公園（禁止事項が
少ない公園） 

・地元に密着した公園 
・多世代が楽しめるように、機能だけでなく安全性も配慮した使い分けがされた公園 


